
貞
享
二
年
頃
の
「
福
井
城
下

町
組
・
町
名
・
寺
名
帳
」

松

原

信

昭
和
五
十
五
年
八
月
、
今
立
町
誌
編
さ
ん
の
た
め

今
立
町
大
滝
の
三
田
村
士
郎
家
文
書
を
調
査
中
、
次

の
よ
う
な
表
題
を
も
っ
長
帳
が
発
見
さ
れ
た
。

寛
政
十
二
庚
申
歳
首
夏

福
井
城
下
町
組
頭
一
詔
一
割
附
簿
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内
容
は
、
福
井
城
下
の
十
一
の
町
組
と
、
こ
れ
に
所

属
す
る
町
名
お
よ
び
ー
寺
院
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

福
井
城
下
全
体
の
町
組
・
町
名
を
記
録
し
た
史
料
と

し
て
は
、
古
く
は
正
徳
三
年
ご
七
二
三
の
「
正

徳
三
年
十
一
月
町
絵
図
出
来
之
際
調
書
」
と
享
和
三

松
原

33の2之

年
(
一
八

O
三
)
の
「
福
井
分
間
の
図
L

添
書
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
か
ら
、
当
史
料
が
寛
政
十
二
年
(
一

八
O
O
)
の
年
次
の
故
に
、
発
見
当
初
は
あ
ま
り
関

心
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
内
容
を
詳
細
に
検
討

し
た
結
果
、
表
紙
の
年
次
と
は
か
な
り
古
い
貞
享
二

年
(
一
六
八
五
)
以
前
の
町
名
を
記
す
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
福
井
に
お
け
る
最

古
の
町
組
・
町
名
を
記
し
た
史
料
と
し
て
貴
重
な
発

見
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
表
題
の
年
次
な
ど

は
原
本
を
書
写
し
た
際
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
、
表
題
と
内
容
は
や
や
異
な
る
の
で
、

本
稿
で
は
「
福
井
城
下
町
組
・
町
名
・
寺
名
帳
」
と

し
た
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
史
料
が
三
田
村
家
に

伝
来
し
た
の
は
、
当
家
文
書
の
中
に
他
に
も
武
士
文

書
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
維
新
の
際
、
混

入
し
た
福
井
藩
士
の
文
書
の
一
点
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

ま
ず
、
本
帳
を
次
に
掲
示
し
た
い
。

福寛
福井政
井城士
町下戻
組町申
H員企丑歳
割 E員首
寺町夏
名名
割
附
簿

貞
享
二
年
頃
の
「
福
井
城
下
町
組
・
町
名
・
寺
名
帳
」

新
屋木
敷田
下中上町
町町町組

一
、
新
町

一
、
鍛
冶
町

一
、
中
町

一
、
堀
小
路
町

一
、
石
坂
町
〆
拾
弐
町

真
言
宗

一
、
松
尾
山

真
言
宗

一
、
医
王
山天

王
別
当

i

天
台
宗

一
、
紫
雲
山

一
、
辻
町

一
、
東
町

一
、
堀
町

一
、
横
町

宗
光
寺

持
宝
院

安
楽
寺

金
剛
院

仏
光
寺

白
性
院

士具一一一一口宮小

一
、
感
応
山

一
花
禄
五
年
申
六
月
如
意
輪
山
願
応
寺
ト
改
、

松
尾
寺

福
寿
院

覚仙磐
i原桃岩
山山山
東日同禅
ー蓮宗
向宗 洞
宗家

教妙通泰
重 i原安清
寺寺寺院
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福井城下町組図
若
越
郷
土
研
究

三
十
三
巻
二
号

箱

品
川

一
絵
図

貞
享
-
一
血
友
十
旦
月
額
{
六
八
五
年

淀
川
マ
《
相
吉
本
平
戸
札
・
問
一
畠

g 
H・4

r 
91F 

件--

町組対照表 上呉服町組 ⑥ 

木田町組 ① 長者町組 ⑦ 

神宮寺町組 ② 下呉服町組 ③ 

石場町組 ③ 室町組 ⑨ 

本町組 ④ 松本町組 ⑬ 

京町組 ⑤ 上橋町組 ⑪ 

(i主)数字は町組内位置を示す。

松原信之著『若越城下町古図集』より

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



一一一一一一一、、、、、、、

同

一
、
毛
屋
町

一
、
祐
海
町

一
、
西
念
寺
町

但
当
山
山
伏
頭

〆
拾
五
ヶ
寺

石
場
町
組

称
念
寺

浄
得
寺

専
照
寺

東
一
向
宗
一
3
2
-
F

ノ
，
判
川
四
四
ゴ
寸
~

西
一
向
宗

長
慶
寺

日

蓮

宗

真

源

寺

天
台
律
宗

蓮
台
寺

天
台
宗

竜天 清猪廿
宮女〆水之三
山御山九町助軒
真直禅町 町町

言触者

1.e.義
宝神寺様
珠宮領
院寺孝
顕
寺

同

一
、
飯
導
寺

三
門
徒
本
山

上
町

一
、
石
場
下
町

一
、
窪
町

一
、
上
西
源
寺
町

一
、
玄
長
町

一
、
問
中
町

一
、
能
登
町

一
、
堂
後
町

一
、
垂
居
町

一
、
弥
十
郎
町

一
、
下
宇
治
町

〆
拾
九
町

普
門
院

橘
屋
観
音
別
当地
方

東
一
向
宗
正
光
寺

地
方

一
、
本
覚
山
日
蓮
宗
妙
蔵
寺

本
成
院

:

東

一

向

地

方

一

常

願

寺

一
、
赤
坂
阿
弥
陀
堂
浄
土
宗
泰
佐

〆
弐
拾
ヶ
寺
阿
弥
陀
堂
共

木
団
地
方
分

一

、

赤

坂

町

一

、

荒

町

一

、

西

屋

敷

一

、

羽

丹

生

一

、

観

音

町

一

、

春

日

町

同

寂
静
院

同

常
福
院

一
、
光
明
山
天
台
律
宗
律
乗
院

西
光
寺

顕
本
寺

泰
了
院

妙
経
寺

恵
照
院

日
蓮
宗

一
、
谷
知
山

日
蓮
宗

一
、
本
門
山

一
、
妙
法
山
同

一

、

西

一

向

善
慶
寺

瑞
応
寺

教
重
寺

円
流
寺

浄
願
寺

天
台
律
{
一
ホ

西
念
寺

三
門
徒
主
口
一
福
寺

同同

一
、
寿
福
山
一
身
回

同
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神
宮神〆
寺宮
下中上寺
町町町町
組

一
、
惣
持
山
同

一
、
二
木
山
日
蓮

松
原

貞
享
二
年
頃
の
「
福
井
城
下
町
組
・
町
名
・
寺
名
帳
L

梅
ノ
坊
寺

宝
性
院

御
直
触
共

一
、
三
ツ
屋
町

一
、
同
下
町

一
、
上
立
屋
町

一
、
同
下
町

一
、
横
屋
町

一
、
風
尾
町

一
、
小
寺
町

一
、
松
尾
町

仙
福
寺

観
喜
院

正
法
寺

玄
受
院

善
行
寺

了
善
院
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一
、
妙
覚
山
岡

常
楽
寺

本
照
院

一
、
妙
知
山
同

成
円
寺

心
亮
院

一
、
久
成
山
同

本
寿
寺

円
寿
院

一
、
福
取
珠
山
岡

教
得
寺

玄
好
院

松
応
山
同

妙
歓
寺

隆
善
院

一
、
蓮
久
山
同

本
経
寺

行
長
院

長相大融万結松万
寿忍円峯松城柏松
山山山山山山山山
日浄同同伺同同禅
運土 宗

洞
家

妙安心竜永安総泰通妙
永養月洞春穏光蔵真国
寺寺寺院寺寺寺院院寺

一
、
石
場
山
同

外
ニ

足
羽
明
神
社
{
不
有

石
場
地
方

一
、
印
内

一
、
七
軒
町

一
、
新
片
原
町

一
、
風
呂
敷
町

本
町
組

一
、
西
本
町

一
、
浜
町

一
、
西
魚
町

一
、
西
大
黒
町

一
、
西
米
町

一
、
上
片
原
町

〆
拾
弐
町

京
町
組

一
、
京
町

一
、
塩
町

一
、
山
町

一
、
下
三
橋
町

一
、
寺
横
町
〆
九
町

真
言

波
#
一
層
寺

歓
喜
院

喜
見
坊

一一一一一一一一一、、、、、、、、、

天
神
別
当禅宗
洞
家

{
一
不
徳
寺

日
常
連
妙
貞
寺

禅
宗
洞
家
主
ヲ
ド
-F

vh作
ふ
か
作
l

ニ一、

天
台
律
宗

宝
蔵
寺

東
一
向

徳
行
寺

同

真

浄

寺

禅
宗
洞
家

恕
倉
院

慶
宗
院

虚
空
蔵
堂

同浄
土

一
、
森
巌
山御
直
触

f旦
寺浄運
領光正
院寺

一
、
覚
場
山
禅
宗
済
家
花
蔵
寺

御

直

触

但

寺

領

医愛
〆王宕
三御山御山
拾直真直天
三触言触台
ケ

寺御但
合寿神寺松遊
力命宮領玄楽
米院寺 院寺

一
、
勝
軍
山
天
台
宗

一
、
竜
洞
院
門
前

一
、
河
原
町

一
、
舟
場
町

一
、
御
蔵
脇

一
、
東
本
町

一
、
伝
馬
町

一
、
東
魚
町

一
、
東
大
黒
町

一
、
東
米
町

一
、
下
片
原
町

一
、
木
町(幡
)

一
、
八
満
町

一
、
上
三
橋
町

一
、
下
寺
町

正
顕
寺

養
寿
院
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〆上
呉
服
町
組

一
、
上
呉
服
町
一
、
同
中
町

一

、

同

下

町

一

、

夷

町

一

、

上

寺

町

一

、

上

寺

下

町

一
、
西
山
下
町
一
、
西
山
横
町

一

、

松

屋

町

一

、

西

山

上

町

〆
拾
町

但
八
幡
別
当

一
、
松
竜
山
日
蓮

本
妙
寺

善
光
院

一
、
福
家
山
日
蓮

本
祐
寺

普
通
院

浄
土

一
、
融
国
山

て

同

法
興
寺

隆
松
寺

長
運
寺

徳
勝
寺

(
天
台
律
宗
)

同 天
台
律

西

向

一
、
玉
曜
山
浄
土

同

也
庁
西
方
寺

I
7
浄
仏
寺

同商法快
山頂楽
山山
天日間
台蓮
律

一
、
妙
栄
山
日
蓮
地
方
本
承
寺

通
玄
院

西
一
向

玄
照
寺

宗
源
寺

(
東
一
向
宗
)

宗
名
欽

同

順
光
寺
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〆
拾
三
ヶ
寺

外
ニ
八
満
神
主
一
ヶ
所

京
町
組
三
橋
地
方

一
、
三
橋
後
町
一
、
同
口
下
町

一

、

西

山

後

町

一

、

御

船

町

一
、
牧
野
嶋
口

〆
八
ヶ
主
守

長
者
町
組

一
、
長
者
町

て
上
板
屋
町

一
、
紺
屋
町

松
原

貞
享
二
年
頃
の
「
福
井
城
下
町
組
・
町
名
・
寺
名
帳
」

一
、
妙
国
寺
町

〆
八
町天
台
律

一
、
新
片
町

全
竜
寺

亀常千上下土筋下
〆屋盤日谷神居違呉下
拾町町町町明原橋街服呉
五 町立 i町服
町 町三町

組

鍵万下大上土南
町町谷工神居呉
町町明原服
町横町
町

成
覚
寺

誕
生
院

同

清
源
寺

妙
国
寺

光
照
寺

西
厳
寺

真
言

一
、
座
王
山

真
言
刀之

牛
l正ノ

主堂
寺

御
山
獄
寺

栖
光
院

東

向

妙
楽
寺

願
乗
寺

一

乗

山

同

臨

時

閉

禅
宗
済
家

一

、

竜

朔

山

宝

泉

寺

同

東
一
向
惣
録

柳下一
町板乗
屋町
町

御
直
触

東

向

同

本
瑞
寺

演
慈
院

善
林
寺

法
養
寺
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〆
拾
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蓮
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台
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宝
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一
、
大
光
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宗
洞
家
茂
林
院

東
一
向

長
休
寺

一

、

同

西

念

寺

-

、

禅

宗

洞

家

一

恵

雲

寺

一

、

寛

天

寺

(
寺
)

久
昌
院

清
光
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光
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冨
士
御山
直同

触妥
同

松
原

〆
弐
拾
ヶ
寺

直
触
之
内

本
証
寺

真
言

一
、
松
慶
山

真
言

一
、
平
岡
山

一
、
真
教
山
同

(

寓

)

天

台

一
、
高
福
山

〆
十
三
ヶ
寺
ノ
内

惣
寺
数〆
百
五
十
五
ヶ
寺 野

寺

惣
町
数

〆
百
二
十
二
町

外
ニ
地
方

得
清
浄
寺

寛
祥
院

ま
ず
、
町
名
の
異
同
か
ら
検
討
し
て
年
代
を
推
定

し
て
み
た
い
。

「
御
家
老
御
用
留
抜
書
」
(
松
平
文
庫
)
の
宝
永

五
年
(
一
七

O
八
)
十
二
月
五
日
条
に
次
の
よ
う
に

み
え
る
。神
明
町
七
町
有
之
処
、
町
名
紛
敷
候
ニ
付
、
三

町
ハ
神
明
上
中
下
ト
分
ケ
、
祝
町
・
小
田
原
町
・

三
好
町
・
寺
崎
町
ト
附
申
度
旨
ニ
而
町
名
相
分

リ
候
事
、

こ
の
記
事
に
み
え
る
「
神
明
七
町
」
と
は
、
本
史
料

「
町
名
・
寺
名
帳
」
で
は
、
下
呉
服
町
組
の
上
神
明

町
(
祝
町
)
・
下
神
明
町
(
小
田
原
町
)
、
室
町
組

の
神
明
下
町
(
寺
崎
町
)
・
神
明
下
西
町
(
三
好
町

)
・
神
明
中
西
町
(
上
神
明
町
)
・
神
明
中
町
(
中

神
明
町
)
・
神
明
東
町
(
下
神
明
町
)
の
七
ヵ
町
の

こ
と
で
、
(
)
内
の
町
名
は
宝
永
五
年
に
改
名
さ

れ
た
町
名
を
対
比
で
き
や
す
い
よ
う
に
筆
者
が
記
し

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
「
町
名
・

寺
名
帳
」
が
少
な
く
と
も
宝
永
五
年
以
前
の
も
の
で

同

二
尊
寺

寿
福
院

結
城
寺

不
動
院

長
応
寺

医
王
院

福
寿
寺

泉
蔵
院

て

牛

頭

天

王

右

近

太

夫

一

、

神

明

牧

田

刑

部

太

夫

右
両
所
ハ
御
直
触

一

、

八

満

大

部

一

、

足

羽

治

部

太

夫

て
地
蔵
堂
〆
五
ヶ
所

貞
享
二
年
頃
の
「
福
井
城
下
町
組
・
町
名
・
寺
名
帳
」
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あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
貞
享
二
年
の
は
、
当
「
町
名
・
寺
名
帳
し
で
は
す
べ
て
貞
享
二
年

「
福
居
城
下
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
る
町
名
と
正
徳
三
の
移
動
以
前
の
位
置
に
あ
る
。

年
の
「
町
絵
図
出
来
之
際
調
書
」
と
の
異
同
を
当
史
以
上
、
町
名
・
寺
名
の
検
討
を
通
し
て
結
論
付
け

料
と
対
比
す
る
と
、
前
者
で
の
「
土
居
原
横
町
・
土
れ
ば
、
当
「
町
名
・
寺
名
帳
」
は
貞
享
二
年
か
、
あ

居
原
立
町
」
は
、
後
者
で
は
「
田
原
町
・
田
原
竪
町
」
る
い
は
そ
れ
以
前
の
可
能
性
を
有
す
る
史
料
で
あ
る

と
改
名
さ
れ
る
が
、
当
史
料
で
は
前
者
と
同
町
名
で
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
石
場
畑
方
に
属
す
る
寸
畑

あ
る
。
ま
た
、
貞
享
三
年
の
大
法
後
、
明
き
屋
敷
と
方
町
」
は
貞
享
二
年
の
絵
図
以
降
は
す
べ
て
「
畑
方

な
っ
た
足
軽
屋
敷
跡
地
や
侍
屋
敷
跡
地
に
建
置
さ
れ
町
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
万
治
二
年
(

た
地
方
町
の
「
北
本
組
町
・
南
本
組
町
・
毛
屋
横
町
・
一
六
五
九
)
の
城
下
絵
図
で
は
「
印
内
」
と
い
う
地

毛
屋
新
関
町
」
な
ど
が
当
史
料
に
見
え
な
い
な
ど
、
名
で
あ
る
が
、
当
「
町
名
・
寺
名
帳
」
で
は
ま
さ
し

概
し
て
貞
享
二
年
の
絵
図
記
載
の
町
名
に
一
致
す
る
。
く
「
印
内
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
時
は
万

次
に
寺
院
名
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
治
二
年
ま
で
遡
れ
る
の
か
と
考
え
た
が
、
寺
院
を
み

ま
ず
、
木
田
町
組
の
木
田
中
町
自
性
院
の
添
書
に
「
る
と
、
天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
の
百
カ
寺
騒
動
で

元
禄
五
年
如
意
輪
山
願
応
寺
と
改
号
」
と
あ
る
こ
と
真
宗
東
派
か
ら
西
派
(
西
一
向
)
に
転
派
し
た
で
呉

か
ら
、
原
本
は
元
禄
五
年
(
一
六
九
二
)
以
前
で
あ
服
町
組
の
正
善
寺
・
勝
楽
寺
・
法
円
寺
・
光
明
寺
は

ろ
う
。
ま
た
、
「
御
家
老
御
用
留
抜
集
」
(
松
平
文
転
派
後
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
天
和
二
年

庫
)
の
元
禄
七
年
十
一
月
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
住
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
部
矛
盾
も
み
ら
れ
る
。

職
の
不
義
が
露
顕
し
て
追
放
と
な
っ
た
石
場
寺
町
の
従
っ
て
や
は
り
こ
こ
で
は
貞
享
二
年
の
「
町
名
・
寺

法
華
宗
正
法
寺
・
善
行
寺
・
本
寿
寺
の
三
カ
寺
は
共
名
帳
」
と
見
る
の
が
最
も
妥
当
性
が
高
い
。

に
当
「
町
名
・
寺
名
帳
」
に
厳
然
と
記
載
さ
れ
て
い
福
井
城
下
の
町
名
は
、
万
治
二
年
や
貞
享
二
年
の

る
。
さ
ら
に
、
町
名
の
場
合
と
同
様
、
貞
享
二
年
と
城
下
絵
図
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
絵
図
で
は
脱

正
徳
三
年
と
を
対
比
す
る
と
、
貞
享
二
年
か
ら
正
徳
落
や
省
略
が
あ
っ
て
不
十
分
で
あ
る
。
所
属
の
町
組

三
年
に
か
け
て
寺
地
を
移
動
き
せ
た
数
ヵ
寺
の
寺
院
と
共
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
当
「
町
名
・
寺
名
帳
」
は

福
井
に
と
っ
て
最
古
の
史
料
と
し
て
貴
重
な
存
在
で

あ
ろ
う
。

な
お
、
城
下
の
一
般
の
寺
社
は
町
奉
行
支
配
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
町
組
が
知
ら
れ
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
な
く
、
直
触
れ
の
寺
社
、
つ

ま
り
寺
社
奉
行
直
轄
の
寺
社
名
も
知
ら
れ
る
唯
一
の

史
料
で
も
あ
る
。
直
触
れ
の
寺
社
は
十
三
一
ヵ
寺
社
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
廓
内
に
位
置
す
る

か
、
ま
た
は
社
領
・
寺
領
や
境
内
が
松
平
家
の
朱
印

地
と
な
っ
て
い
る
寺
社
の
み
で
あ
る
。
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